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　令和４年 10 月 19 日、ホテルブリランテ武蔵野（さ
いたま新都心）で令和４年度関東建設青年会議通常
総会と関東地方整備局との意見交換会が開催された。
新型コロナウイルス感染症の影響で書面決議や人数
を大幅に減らしての開催となった一昨年、昨年と比
べ、感染対策を万全に行っての久しぶりのホテルで
の総会、意見交換会の開催となった。
　通常総会の冒頭、主催者である（一社）神奈川県
建設業協会建設みらい委員会の白井会長から「無事
に２年間の任期を務めることができたのは、ひとえ
に皆様のご理解とご協力があってのこと」と御礼の
言葉があった。
　議事では令和３年度の事業として、建設産業向上委
員会とCTI建設産業情報発信委員会の活動、全国建設
青年会議事業への協力について報告。令和４年度事業
として、①建設業における情報交換の推進、②持続的な
建設産業向上の推進、③社会貢献活動の発信と推進、④
災害対応に関する取り組み、⑤第27回全国建設青年会
議全国大会への参画といった活動方針が掲げられた。
　また、令和５年度は、関東ブロックが全国建設青
年会議の主幹ブロックとなることから、第 28 回全国
大会に向けて、対応委員会を設置することを説明。
これら議案に関しては、満場一致で承認がされた。
　その後の役員改選では、（一社）千葉県建設業協会
青年部会の籾山大介氏が新会長に選出された。籾山新
会長は「次年度は、関東ブロックが全国建設青年会議
の主幹ブロックとなる。皆様の協力がなければ成功さ
せることはできないので、より一層のご理解とご協力
をお願い申し上げます。」と意気込みを語った。
　その後の意見交換会では、小林企画部長による挨拶
後、関東建設青年会議建設産業向上委員会委員長で山
梨県建設業協会青年部会の湯沢信氏から、各県建設業
協会の会員企業を対象に行った「建設業の今後を考え
るアンケート」の実施報告。CTI建設産業情報発信委
員会委員長で群馬県建設業青年経営者部会の篠原玄
洋氏から、「建設現場での仕事内容を紹介する
YouTube動画」に関しての説明があった。活動の報告
後、関東地整から様々な質問が寄せられていた。最後
に情報提供として、関東地整が行う最近の話題に関し
ての説明と全体を通しての講評があり、意見交換会は
終了した。
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関東建設青年会議通常総会・関東地整との意見交換会を開催！
栃木県建設業協会  青年経営者連合会
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国土交通省関東地方整備局との意見交換会

　令和4年11月25日、栃木県総合文化センター特別会議

室において関東地方整備局廣瀬局長ほか県内直轄事務所

長を含む役職者、栃木県県土整備部坂井部長ほか幹部職

員、栃木県建設業協会谷黒会長ほか副会長、各支部長、

総務企画・技術・広報各委員長などが参集し意見交換会

が開催されました。

　関東地方整備局長、栃木県県土整備部長、栃木県建設

業協会長による挨拶の後、関東地方整備局企画部石浜技

術開発調整官の進行で、関東地方整備局の取組、建設産

業行政の最近の動きについての説明がありました。栃木

県建設業協会から活動状況や創立以来100周年を迎える

協会が次の100年に向けて新たな飛躍を遂げるための契

機とし、各種「創立100周年記念事業」を実施するとと

もに、令和４年11月11日に執り行った記念式典・祝賀会

について説明を行いました。（入江副会長説明）

　次に、国から昨年度意見要望への対応状況説明があっ

た後、意見交換を行い、栃木県建設業協会からは次の意

見要望を提出し国等の所見を伺いました。

　議題１　防災・減災対策の推進と社会資本整備による強靭な国土づくり（増渕副会長説明）

　議題２　週休２日制導入に伴う人件費等への対応について　　　　　　（竹澤副会長説明）

　議題３　建設資材の価格高騰等への対応について　　　　　　　　　　（山根副会長説明）

　自由討議　設計労務単価等の引き上げについて　　　　　　　　　　（菊池常任理事説明）

　自由討議　「地域の守り手」としての地位の確立について　　　　　（斎藤常任理事説明）

　最後に、関東地方整備局田中副局長が熱心な意見交換に謝辞を述べ、閉会しました。
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